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 認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
方
へ

Ｇ
Ｐ
Ｓ
探
索
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
認
知
症
に
よ
り
外
出

先
か
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
、
徘
徊
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
っ
た
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を

利
用
し
た
徘
徊
高
齢
者
探
索
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
象
者
に

機
器
を
携
帯
し
て
も
ら
い
、
居
場

所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
際
に
、

お
お
よ
そ
の
居
場
所
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下

さ
い
。

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
高
齢
者
を
介
護
し
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し
ま
し
た
が
、
現
在
は
　
区
の
焼

２３

却
工
場
で
試
験
処
理
を
し
た
段
階

で
、
実
際
に
本
格
的
に
東
京
都
内

で
処
理
が
始
ま
る
の
は
、　
区
で

２３

３
月
以
降
、
多
摩
の
各
市
で
は
５

～
６
月
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
女
川
町
現
地
で
は
、
震
災
前

に
あ
っ
た
水
産
加
工
工
場
跡
地
が

中
間
処
理
施
設
に
充
て
ら
れ
て
い

て
、
が
れ
き
の
放
射
線
量
の
測
定

の
手
順
、
こ
れ
ま
で
の
測
定
値
な

ど
も
確
認
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
の
津
波
被
害
か
ら

の
復
興
に
つ
い
て
は
、
戸
羽
市
長

の
話
し
ぶ
り
か
ら
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。
陸
前

高
田
市
も
、
が
れ
き
約
１
０
０
万

ト
ン
が
、
市
の
中
心
部
に
う
ず
た

か
く
積
み
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で

も
、
女
川
町
同
様
、
木
材
、
金
属
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
繊
維
、
紙
類
等

の
分
別
作
業
が
大
型
機
械
を
動
員

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
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カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

　
今
年
は
、
例
年
よ
り
寒
い
日
が

続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
夏

に
続
い
て
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
し
て
電
力
消
費
を
抑
え

な
が
ら
も
、
風
邪
な
ど
を
引
か
な

い
よ
う
寒
さ
対
策
を
し
っ
か
り
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
は
じ
め
に
、
宮
城
県
女
川

町
の
須
田
町
長
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
戸
羽
市
長
を
訪
問
し
、
改

め
て
東
日
本
大
震
災
、
特
に
津
波

に
よ
る
被
災
の
状
況
と
、
災
害
か

ら
復
興
途
上
の
現
状
を
お
聞
き

し
、
ま
た
、
津
波
に
よ
る
家
屋
等

の
が
れ
き
の
処
理
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
、
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
こ
の
冬
一
番
の
寒
波

と
低
気
圧
に
よ
り
、
太
平
洋
側
の

三
陸
海
岸
地
域
も
大
雪
で
し
た
。

女
川
町
は
人
口
１
万
人
の
漁
業
中

心
の
町
。
急
峻
な
山
を
背
に
町
面

積
の
十
数
％
だ
け
の
平
ら
な
土
地

に
工
場
や
人
家
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
、
約
３
分
の
１
の
建
物

だ
け
が
高
台
に
残
っ
て
い
ま
す
。

津
波
に
よ
る
が
れ
き
＝
廃
棄
物

は
、
約
　
万
ト
ン
で
、
こ
れ
は
、

４４

こ
れ
ま
で
の
年
間
廃
棄
物
処
理
量

４
０
０
０
ト
ン
の
約
１
１
０
年
分

に
相
当
し
ま
す
。

　
昨
年
、
東
京
都
、　
区
の
区
長

２３

会
、
多
摩
地
域
の
市
長
会
と
女
川

町
、
宮
城
県
の
間
で
、
が
れ
き
の

処
理
に
つ
い
て
協
定
を
取
り
交
わ

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
陸
前
高
田
市
は
、
岩
手
県
内
の

焼
却
施
設
で
の
処
理
を
お
願
い
し

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
が
れ
き
の

処
理
は
ま
だ
全
体
の
５
％
し
か
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
短
時
間
し
か
現
地
を
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
二
つ
の
市
、
町

と
も
、
１
年
近
く
経
っ
た
今
で
も

復
興
へ
の
道
の
り
が
よ
く
見
え
な

い
、
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

て
い
る
方

費
月
額
４
２
０
円
（
通
話
料
・
通

信
料
が
別
途
必
要
）

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
６
返
７
２
４
・
１
１
９
０

離
職
し
た
方
に

家
賃
を
支
給

　
２
０
０
７
年
　
月
１
日
以
降
に

１０

離
職
し
た
方
で
、
住
宅
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
あ
る
方

に
家
賃
を
支
給
し
、
住
宅
及
び
就

労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
次
の
①
～
⑦
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
　
①
２
０
０
７
年
　
月
１

１０

日
以
降
に
離
職
し
、
住
宅
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
が
あ
る
②

世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
、

ま
た
は
現
在
維
持
し
て
い
る
③
就

労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
行
う
④
世
帯
の
月

の
収
入
の
合
計
が
、
単
身
世
帯
は

８
万
４
０
０
円
＋
家
賃
額
（
上
限

５
万
３
７
０
０
円
）
未
満
、
２
人

世
帯
は
　
万
２
０
０
０
円
以
下
、

１７

３
人
以
上
世
帯
は
　
万
２
０
０
０

１７

円
＋
家
賃
額
（
上
限
６
万
９
８
０

０
円
）
未
満
で
あ
る
⑤
世
帯
の
預

貯
金
合
計
額
が
単
身
世
帯
は
　
万
５０

円
以
下
、
２
人
以
上
世
帯
は
１
０

０
万
円
以
下
で
あ
る
⑥
国
や
地
方

自
治
体
等
が
実
施
す
る
類
似
の
給

付
ま
た
は
貸
し
付
け
を
申
請
者
及

び
世
帯
に
属
す
る
方
が
受
け
て
い

な
い
⑦
申
請
者
及
び
世
帯
に
属
す

る
方
が
暴
力
団
員
で
な
い

内
月
額
家
賃
額
を
支
給
（
単
身
世

帯
は
５
万
３
７
０
０
円
、
複
数
世

帯
は
６
万
９
８
０
０
円
を
上
限
）

※
支
給
期
間
は
６
か
月
間
以
内
で

す
。
た
だ
し
、
規
定
の
就
職
活
動

を
誠
実
に
継
続
し
、
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
場
合
は
、
３
か
月

間
を
限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
住
宅
の
貸
主
ま
た
は
貸
主
か
ら

委
託
を
受
け
た
事
業
者
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
総

合
支
援
資
金
貸
付
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１

階
）
辺辺
７
２
９
・
７
６
７
０

看
護
職
復
職
支
援
研
修

対
現
在
離
職
中
で
、
看
護
職
資
格

（
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
・

准
看
護
師
）
を
お
持
ち
の
方

日
・
定
１
日
コ
ー
ス
（
３
月
６
日
）

＝
　
人
、
５
日
間
コ
ー
ス
（
３
月

２０
６
日
～
　
日
の
平
日
）
＝
８
人
、

１２

７
日
コ
ー
ス
（
３
月
６
日
～
　
日
１４

の
平
日
）
＝
４
人
、
助
産
師
コ
ー

ス
（
３
月
６
日
～
　
日
の
平
日
）

１４

＝
２
人
、
各
日
と
も
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み

順
）

場
町
田
市
民
病
院

申
町
田
市
民
病
院
看
護
師
募
集
サ

イ
ト
ま
た
は
電
話
で
市
民
病
院
総

務
課
（
辺辺
７
２
２
・
２
２
３
０
娩

http://www.nurse-machida.jp

                           /  ）

へ
。

外
国
人
の
た
め
の

無
料
相
談
会

　
弁
護
士
・
行
政
書
士
な
ど
専
門

家
が
、
ビ
ザ
・
在
留
資
格
・
国
際

結
婚
・
離
婚
・
健
康
保
険
・
失
業

保
険
・
年
金
・
子
育
て
な
ど
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
聞
き
た
い
こ
と
の
相
談
を
受

け
ま
す
。

※
通
訳
言
語
は
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

ド
イ
ツ
語
で
す
。

日
３
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
～

４
時

場
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

申
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

（
辺辺
７
２
２
・
４
２
６
０
返
７
２

２
・
５
３
３
０
遍info@machida

            -  

kokusai.j

         p  ）
へ
。

お
も
ち
ゃ
病
院
ま
ち
だ

【
つ
る
っ
こ
に
も
開
院
し
ま
す
～

２
月
　
日
ス
タ
ー
ト
】

１８

　
お
も
ち
ゃ
病
院
ま
ち
だ
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で

治
療
（
修
理
）
し
ま
す
。

　
目
の
前
で
修
理
を
見
る
と
、
お

も
ち
ゃ
の
仕
組
み
が
分
か
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
過
ご

せ
ま
す
。

※
時
間
が
か
か
る
場
合
は
「
入

院
」
し
、
後
日
の
退
院
と
な
り
ま

す
。

※
銃
や
刀
等
の
お
も
ち
ゃ
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。
骨
董
価
値
の

あ
る
も
の
や
最
新
の
ゲ
ー
ム
機
器

等
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
２
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１８

１０

午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
２
時
ま

で
）

※
以
降
は
偶
数
月
の
第
３
土
曜
日

に
開
院
し
ま
す
。

場
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

※
部
品
交
換
時
は
、
１
０
０
円
か

ら
５
０
０
円
程
度
の
実
費
負
担
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
４
階
（
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
）、
玉
川
学
園
こ
ろ
こ
ろ
児
童

館
（
奇
数
月
の
第
３
土
曜
日
）
で

も
開
院
し
て
い
ま
す
。

問
ご
み
減
量
課
辺辺
７
９
７
・
０
５

３
０
返
７
９
７
・
５
３
７
４
、
つ

る
っ
こ
辺辺
７
０
８
・
０
２
３
６
返

７
０
８
・
０
２
４
５

ホ
ー
ル
・
会
議
室
等
の
予
約
に
つ

い
て鶴

川
緑
の
交
流
館

　
鶴
川
駅
前
に
今
秋
オ
ー
プ
ン
す

る
「
鶴
川
緑
の
交
流
館
」
に
は
、

左
下
表
の
と
お
り
ホ
ー
ル
・
会
議

室
等
の
貸
出
施
設
が
あ
り
ま
す
。

各
施
設
の
一
般
貸
し
出
し
は
、
２

０
１
３
年
１
月
分
か
ら
行
い
ま

す
。
予
約
受
付
は
７
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
料
金
等
の
詳
細
は

３
月
１
日
か
ら
ま
ち
だ
施
設
案
内

予
約
シ
ス
テ
ム
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

【
利
用
申
込
の
開
始
】

○
ホ
ー
ル
・
多
目
的
室
＝
７
月
５

日
か
ら
町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
２
０

１
３
年
１
月
～
７
月
利
用
分
の
受

付
（
抽
選
）
開
始

○
練
習
室
・
会
議
室
・
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
ル
ー
ム
＝
７
月
１
日
か
ら
ま

ち
だ
施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム

で
、
２
０
１
３
年
１
月
利
用
分
の

受
付
開
始

※
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
辺辺

７
２
８
・
４
３
０
０
返
７
２
９
・

６
７
３
０
）
へ
。

問
文
化
振
興
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
７
２
４
・
４
０
４
４

【貸出施設一覧】

申込先定　員床面積名　称階

町田市民ホール３００人４５４．１８㎡ホール地下２階

まちだ施設案内
予約システム

６人２２．３㎡練習室１
地下１階

６人２１．３５㎡練習室２

２０人３７．４㎡プレイルーム１階

１０人２７．９４㎡練習室３

３階

町田市民ホール１２０人９９．５６㎡多目的室

まちだ施設案内
予約システム

３０人７２．４９㎡リハーサル室

２０人４０．３９㎡会議室兼託児室

２０人３９．２５㎡会議室

３０人７３．０１㎡エクササイズル
ーム

月間最高音
（ｄＢ）

騒音発生回数（回）測定月測定場所 合計１００ｄＢ以上９０～９９ｄＢ８０～８９ｄＢ７０～７９ｄＢ
９１．３５９０１９４９１０月

本町田東小学校 １０１．８１７１３２４５４９０１１月
９３．８２８１０６１７６９９１２月
９０．６１９１０１９１８１１０月

小山小学校 ９３．７２７３０５３２２３６１１月
９１．４３０００３６２２３５１２月
９１．３８４０１１２７１１０月

町田第五小学校 １０２．１１７９４２４５７９４１１月
９７．１２９９０５１２６１６８１２月
９５．２９５０５２７６３１０月

忠生第三小学校 ９８．７１７００２４４９９７１１月
９９．１３４１０８３１５６１０２１２月
９５．５３９０１１２２６１０月

南中学校 ９５．９１８６０８１１１６７１１月
９４．５３４６０１２２２１１１３１２月

※測定期間は２０１１年１０月１日～１２月３１日です／発生回数は、７０ｄＢ（デシベル）以上の騒音が５秒以
上継続した回数です／町田市役所、忠生・鶴川第二の各小学校の測定値は、都から報告があり次第お
知らせします／音の目安は、７０ｄＢ…目覚まし時計の音、８０ｄＢ…地下鉄車内の音、９０ｄＢ…スピーカー
の１メートル前で聞くカラオケの音、１００ｄＢ…電車通過時のガード下、です。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
町
田
市
内
で
大
流
行
し
て
い
ま
す
。人
混
み
を
避
け
、よ
く
手
洗
い
、う
が
い
を
し
て
感
染
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

問
保
健
対
策
課
　
辺辺
７
２
２
・
７
６
３
６

問環境保全課辺辺７２４･２７１１返７２４･２７２２

女川町の担当者から説明を受けました
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町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

娩
h
t
t
p://

w
w
w.

m-

s
h
im
in-

h
a
ll.

jp/
休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

問

番号間違いに
ご注意を

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

 要
約
筆
記
者
・
手
話
通
訳
者

登
録
試
験
の
お
知
ら
せ

　
聴
覚
障
が
い
の
方
を
援
助
す
る

要
約
筆
記
者
と
手
話
通
訳
者
の
登

録
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

【
要
約
筆
記
者
登
録
試
験
】

対
福
祉
に
理
解
の
あ
る
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
聴
覚
障
が
い

者
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
２
０
１

２
年
４
月
１
日
現
在
、
満
　
歳
以

２０

上
の
方
（
試
験
の
対
象
レ
ベ
ル
は

概
ね
要
約
筆
記
学
習
経
験
２
年
以

上
）

日
３
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
　

１１

３０

分
か
ら

場
市
役
所
森
野
分
庁
舎

申
所
定
の
申
込
書
（
障
が
い
福
祉

課
、
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
配
布
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
記

入
し
、
２
月
　
日
ま
で
（
必
着
）

２９

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
障
が
い
福

祉
課
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
中
町

１９４

１
―
　
―
　
、
辺辺
７
２
４
・
２
１

２０

２３

４
７
返
７
２
４
・
１
１
９
１
）
へ
。

【
手
話
通
訳
者
登
録
試
験
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
聴

覚
障
が
い
者
福
祉
に
熱
意
が
あ

り
、
２
０
１
２
年
４
月
１
日
現

在
、
満
　
歳
以
上
の
方
（
試
験
の

２０

対
象
レ
ベ
ル
は
概
ね
手
話
学
習
経

験
４
年
以
上
）

日
３
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
　

１８

３０

分
か
ら

場
市
役
所
森
野
分
庁
舎

申
所
定
の
申
込
書
（
障
が
い
福
祉

課
に
有
り
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
記

入
し
、
３
月
９
日
ま
で
（
必
着
）

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
障
が
い
福

　
こ
の
快
挙
を
記
念
し
、
鶴
川
第

二
小
学
校
と
合
同
披
露
公
演
を
行

い
ま
す
。

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す

（
３
月
２
日
午
前
８
時
　
分
か
ら

３０

町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
配
布
）。

　
鶴
川
第
二
中
学
校
は
、
昨
年
の

第
　
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

６４
全
国
大
会
で
見
事
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌

合
戦
に
も
出
場
す
る
な
ど
、
全
国

的
な
活
躍
を
し
ま
し
た
。

４
月
３
日
（
火
）　
午
後
４
時
開
演

祉
課
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
中
町

１９４

１
―
　
―
　
、
辺辺
７
２
４
・
２
１

２０

２３

３
６
返
７
２
４
・
１
１
９
１
）
へ
。

  大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

大
地
沢
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

　
自
然
豊
か
な
大
地
沢
で
、
野
外

料
理
や
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
３
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１０

１０

午
後
３
時
（
雨
天
実
施
）

講
快
適
生
活
研
究
家
・
田
中
ケ
ン

氏場
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

※
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
西
口
～
同

セ
ン
タ
ー
間
の
無
料
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
相
原
駅
西
口
発
午

前
９
時
　
分
、
同
セ
ン
タ
ー
発
午

２０

後
３
時
　
分
の
予
定
で
す
。

２０

内
野
外
料
理
や
野
外
遊
び
を
学
ぶ

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
費
大
人
１
０
０
０
円
、
中
学
生
以

下
５
０
０
円

申
２
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
電
話

１１

で
同
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
８
２
・
３

８
０
０
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問

い
合
わ
せ
は
返
７
８
２
・
６
８
１

５
へ
。

白
馬
山
麓
小
谷
村

ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

　
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
て
町
田
市

と
交
流
し
て
い
る
長
野
県
小
谷
村

で
ス
キ
ー
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
３
月
　
日
（
土
）
午
前
６
時
　

１７

５０

分
～
　
日
（
日
）
午
後
８
時
　
分
、

１８

３０

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

集
合
は
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ

場
白
馬
乗
鞍
温
泉
ス
キ
ー
場

宿
泊
白
馬
乗
鞍
高
原
の
ロ
ッ
ジ
ま

た
は
ペ
ン
シ
ョ
ン

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
※
最
少
催
行
人
数
は
　
人
で
す
。

２０

費
中
学
生
以
上
１
万
９
８
０
０

円
、
小
学
生
以
下
１
万
６
５
０
０

円
（
リ
フ
ト
代
、
交
通
費
、
宿
泊

料
、
１
日
目
夕
食
、
２
日
目
朝
食

を
含
む
）

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を

明
記
し
、
３
月
７
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー（
返
８
５
０
・
９
３
１
２
）
へ
。

レ
ン
タ
ル
希
望
者
（
別
途
費
用
負

担
）
は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

※
３
月
３
日
以
降
の
取
り
消
し
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
で
す
。

問
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
辺辺
８
５
０
・
９

３
１
１
（
受
付
＝
午
前
　
時
～
午

１０

後
７
時
）、
町
田
市
産
業
観
光
課

辺辺
７
２
４
・
２
１
２
８
返
７
２
４

・
１
１
８
５

町
田
市
民
文
学
館

講

演

会

【
写
真
と
こ
と
ば
】

日
３
月
２
日
（
金
）
午
後
２
時
～

４
時

講
写
真
評
論
家
・
飯
沢
耕
太
郎
氏

【
文
化
人
類
学
的
体
験
談
～
日
本

を
離
れ
て
見
つ
け
た
「
私
の
言

葉
」】

日
３
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１１

４
時

内
多
文
化
社
会
ア
メ
リ
カ
で
の
言

語
体
験
に
つ
い
て

講
桜
美
林
大
学
講
師
・
楠
本
和
佳

子
氏

◇

場
同
館

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

８０

申
２
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１３

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

問
同
館
辺辺
７
３
９
・
３
４
２
０
返

７
３
９
・
３
４
２
１

木
の
枝
な
ど
自
然
素
材
に
よ
る

木

工

教

室

　
北
部
丘
陵
の
里
山
で
 剪
  定
 し
た

せ
ん
 て
い

木
の
枝
な
ど
、
自
然
素
材
を
使
っ

て
、
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
や
笛
な
ど

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
小
学
校
低
学

年
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同

伴
で
お
い
で
下
さ
い
。

日
２
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
　

２６

１０

３０

分
～
午
後
２
時
、
集
合
は
「
扇
橋
」

バ
ス
停
（
町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
発

の
根
岸
・
図
師
経
由
多
摩
丘
陵
病

院
行
き
）

場
大
龍
会
館
（
下
小
山
田
町
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５
費
５
０
０
円
（
保
険
料
、
材
料
費
）

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
明
示
し
、
２
月
　
日
ま
で
に
、

２０

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ま
ち
だ

結
の
里
（
辺辺
０
９
０
・
２
２
２
５

・
５
４
４
４
遍m7112a@yahoo.c

              o  

.j   p  ）
へ
。

問
北
部
丘
陵
整
備
課
辺辺
７
２
４
・

２
１
６
４
返
７
２
４
・
３
０
５
９

か
し
の
木
山
自
然
公
園

植
物
観
察
会

　
虫
眼
鏡
、
筆
記
用
具
を
お
持
ち

の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下

さ
い
。

日
２
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１９

１０

午
後
０
時
　
分
（
雨
天
中
止
）

３０

場
同
公
園
「
森
の
家
」
前
集
合

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
植
物
の
冬
越
し
に
つ
い
て

問
同
公
園
「
森
の
家
」
辺辺
７
２
４

・
１
６
６
０

　
昨
年
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
３

３
５
作
品
の
中
か
ら
、　
人
の
受

２４

賞
者
が
決
定
し
、
２
月
５
日
に
ひ

な
た
村
で
表
彰
式
と
作
品
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

 【
市
長
賞
】
澤
田
百
花
（
町
田
二

小
２
年
）

【
教
育
長
賞
】
加
藤
愛
偉
（
南
成

瀬
小
３
年
）

【
審
査
員
特
別
賞
】
沖
野
清
夏
（
町

田
二
小
３
年
）

【
ひ
な
た
村
賞
】
加
藤
愛
彩
（
南

成
瀬
小
３
年
）、
武
藤
真
璃
弥
（
大

戸
小
２
年
）、
大
岡
愛
海
（
南
つ

く
し
野
小
１
年
）、
長
瀬
慶
信
（
三

輪
小
２
年
）、
大
磯
佳
苗
（
相
原

小
２
年
）

小
学
校
低
学
年
の

小
学
校
低
学
年
の
部部

 【
市
長
賞
】
菅
谷
真
央
（
南
つ
く

し
野
小
４
年
）

【
教
育
長
賞
】
川
名
悠
花
（
南
つ

く
し
野
小
４
年
）

【
審
査
員
特
別
賞
】
豊
川
遼
馬

（
玉
川
学
園
小
学
部
６
年
）

小
学
校
高
学
年
の

小
学
校
高
学
年
の
部部

【
ひ
な
た
村
賞
】
羽
地
隆
平
（
南

成
瀬
小
５
年
）、
椎
林
寛
（
南
成

瀬
小
６
年
）、
石
川
遼
（
南
成
瀬

小
５
年
）、
岡
田
真
実
（
南
つ
く

し
野
小
４
年
）、
天
川
裕
太
（
南

成
瀬
小
４
年
）

 【
市
長
賞
】
前
山
な
つ
の
（
鶴
川

二
中
２
年
）

【
教
育
長
賞
】
藁
品
冬
青
（
南
成

瀬
中
２
年
）

【
審
査
員
特
別
賞
】
杉
山
真
衣
（
忠

生
中
１
年
）

【
ひ
な
た
村
賞
】
仲
尾
敦
（
鶴
川

二
中
１
年
）、
児
玉
彩
花
（
町
田

総
合
高
校
２
年
）、
松
井
遥
子
（
町

田
一
中
１
年
）、
堀
田
愛
美
（
鶴

川
二
中
１
年
）、
佐
藤
直
生
（
鶴

川
二
中
１
年
）

◇

　
上
位
各
３
賞
の
作
品
を
掲
載
し

た
優
秀
作
品
集
「
童
話
の
木
」
を
、

３
月
下
旬
か
ら
ひ
な
た
村
、
市
政

情
報
や
ま
び
こ
で
１
部
２
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。

問
ひ
な
た
村
辺辺
７
２
２
・
５
７
３

６
返
７
２
１
・
９
０
８
６

中
学
・
高
校
の

中
学
・
高
校
の
部部

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

受
賞
を
記
念
し
て
写
真
撮
影

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
町
田
市
内
で
大
流
行
し
て
い
ま
す
人
混
み
を
避
け
よ
く
手
洗
い
う
が
い
を
し
て
感
染
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

問
保
健
対
策
課
　
返
７
２
２
・
３
２
４
９

で
き
ま
す
。

　
仕
事
な
ど
で
な
か
な
か
足
を
運

べ
な
い
と
い
う
方
、
普
段
文
学
館

に
行
か
な
い
と
い
う
方
も
、
ゆ
っ

く
り
と
作
品
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

実
施
回
数
は
展
覧
会
ご
と
に
異
な

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
な
お
、
現
在
開
催
中
の
「
タ

カ
オ
カ
邦
彦
写
真
展
」
は
、
毎
週

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
町
田
市
民
文
学
館
で
は
、
会
期

中
の
金
曜
日
を
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
と
し
て
、
観
覧
時
間
を

午
後
８
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま

す
。
　
夜
の
街
に
柔
ら
か
な
光
を
灯
す

文
学
館
に
は
、
暖
か
く
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
が
流
れ
、
普
段
と
は

ま
た
異
な
っ
た
趣
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
作
品
一
つ
一
つ
を
じ

っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

　
写
真
家
・
タ
カ
オ
カ
邦
彦
氏
に

よ
る
作
家
・
文
筆
家
等
　
人
の
肖

９０

像
写
真
展
で
す
。

会
期
３
月
　
日
ま
で

２５

◇

問
文
学
館
辺辺
７
３
９
・
３
４
２
０

返
７
３
９
・
３
４
２
１

現在開催中
タ
カ
オ
カ
邦
彦
写
真
展

「
ｉ
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

 
―
時
代
の
肖
像
―
」

フォトスタンド


